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礼拝説教（2026年3月 8日） 

説教者：中村信哉 

民に代わって死ぬ人 
ヨハネの福音書11章 45-57節 

 

はじめに 

 久しぶりに「ヨハネの福音書」からの説教となります。ヨハネの福音書11章は、イエス

様が死んだラザロをよみがえらせるという奇跡が書かれています。イエス様がラザロをよ

みがえらせたのは、ラザロが死んで四日も経っていた時でした。すでにラザロの遺体は、布

で巻かれて墓に葬られていました。死後四日も経っていれば、遺体の腐敗も始まっています。

「ラザロは完全に死んだ」と誰もが思ったその時に、イエス様が墓に向かって大声で、「ラ

ザロよ、出て来なさい」と叫ばれると、布で巻かれたままのラザロが墓から出て来たのです。

イエス様は、死者をよみがえらせるという驚くべき奇跡を行ったのです。今日の聖書箇所は、

イエス様がその奇跡を行った結果、人々はどのような反応をしたのかということが書かれ

ています。 

 

1. ラザロの復活に対するユダヤ人の反応 

45-46 節には、こうあります。「マリアのところに来ていて、イエスがなさったことを見たユダ

ヤ人の多くが、イエスを信じた。しかし、何人かはパリサイ人たちのところに行って、イエスがなさった

ことを伝えた」。イエス様が死んだラザロをよみがえらせる奇跡を見て、多くのユダヤ人がイ

エス様を信じたのです。 

しかし、「ヨハネの福音書」は、奇跡を見て信じる人には、否定的です。例えば、2：23-

24には、こうあります。「多くの人々がイエスの行われたしるしを見て、その名を信じた。しかし、

イエスご自身は、彼らに自分をお任せにならなかった」。イエス様は、奇跡を見て信じる人には、

ご自分を任せられなかったのです。つまり、奇跡を見て信じる人を信用されなかったのです。

ではイエス様は、どういう人にご自分を任され、信用されるのでしょうか。 

イエス様が十字架で死なれ、復活された時、弟子のトマスは、イエス様の復活を信じられ

ませんでした。彼はこう言いました。「私は、その手に釘の跡を見て、釘の跡に指を入れ、その

脇腹に手を入れてみなければ、決して信じません」（ヨハネ 20：25）。そんなトマスに、復活され

たイエス様は現れて、こう言われました。「信じない者ではなく、信じる者になりなさい。・・・あな

たはわたしを見たから信じたのですか。見ないで信じる人たちは幸いです」（ヨハネ 20：27、29）。 

イエス様が私たちに求めていることは、「見て信じること」ではなく、「見ないで信じるこ

と」なのです。私たちは、神様を見たことがありません。イエス様も見たことがありません。

しかしそれでも、イエス様を信じ、神様を礼拝するために、こうして集まっています。それ

は、「神様のことば」「イエス様のことば」である聖書を信じたからです。「ことばを信じる
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こと」、それがキリスト教の信仰なのです。「ヨハネの福音書」の一番初めに、「初めにことば

があった。ことばは神とともにあった。ことばは神であった」（ヨハネ 1：1）とあります。ここでの「こ

とば」とは、イエス様のことです。「イエス様を信じる」ということは、「ことばを信じる」

ということなのです。私たちはいつも、「ことば」ではなく、「目に見える証拠」を求めます。

「ことば」だけでは不安で、「ことば」だけでは信じられないからです。へブル 11：1 に

は、「信仰は、望んでいることを保証し、目に見えないものを確信させるものです」。「信仰」とは、

「目に見えないもの」を信じることなのです。「目に見えない」「ことば」を信じるものなの

です。 

 

2. 最高法院の企み 

 さて、死んだラザロをよみがえらせるという奇跡を見たすべてのユダヤ人がイエス様を

信じたかというと、そうではありません。何人かは信じないで、この奇跡をパリサイ人たち

に報告したのです。 

 報告を受けたパリサイ人たちをはじめ、祭司長たちは「最高法院」を招集したと 47 節に

あります。「最高法院」というのは、「サンヘドリン」と呼ばれるユダヤ人の議会のことです。

この議会は、祭司長たちとパリサイ人たちの中から選ばれた70人が集まり、ユダヤ人全体

の政治と宗教に関することを決めるのです。そして、この議会の議長を務めるのが「大祭司」

です。 

 彼らは報告を受けて、議会でこのように話し合いました。「われわれは何をしているのか。あ

の者が多くのしるしを行っているというのに。あの者をこのまま放っておけば、すべての人があの者を

信じるようになる。そうなると、ローマ人がやって来て、われわれの土地も国民も取り上げてしまうだ

ろう」。議会は恐れていました。「このままあのイエスを放っておけば、より多くの人がイエ

スを信じるようになってしまう。そしてイエスの影響力が人々の間で拡大すれば、きっと

我々に対する反乱や暴動が起きるだろう。そうなれば、ローマの軍隊が出動して、ユダヤ人

を鎮圧し、我々の議会も解散させられ、我々の土地も国民もみな奪われてしまう」。そう思

ったのです。彼らは、どうすればよいのか分からなかったのです。 

 すると議会の議長であった「大祭司カヤパ」が口を開いて、こう言います。「あなたがたは

何も分かっていない。一人の人が民に代わって死んで、国民全体が滅びないですむほうが、自分た

ちにとって得策だということを、考えてもいない」。カヤパは、一つの提案をします。「このままで

は、ユダヤ人全体がローマの軍隊に滅ぼされてしまう。そうであるならば、今のうちにイエ

スを殺してしまおう。イエス一人を殺せば、ユダヤ人全体が滅ぶことは避けられるだろう。

イエス一人を殺すか、ユダヤ人全体が滅びるか、そのどちらが賢いかを考えてみるがよい」。 

 この議長の一言で、議会は今後の方針を固めます。53 節を見ると、「その日以来、彼らは

イエスを殺そうと企んだ」とあります。この日、ユダヤ人の「最高法院」が、正式にイエス様を

殺害することを決議したのです。これまでもイエス様は、何度も命を狙われました。石打に

されそうになったこともありました。しかし、それはあくまでも、ユダヤ人のある人たちの
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個人的な怒りを買って、殺されそうになったに過ぎません。しかし今回は、ユダヤ人の「最

高法院」が、正式な決議によって、イエス様を殺害することを決めたのです。ですから57

節では、「祭司長たち、パリサイ人たちはイエスを捕えるために、イエスがどこにいるかを知っている

者は報告するように、という命令を出していた」とあります。そのためイエス様は、「ユダヤ人た

ちの間を公然と歩くこと」ができなくなってしまったのです。 

 

3. 大祭司カヤパの預言 

 イエス様は、大祭司カヤパの一言で、命を狙われる存在となりました。しかし、51-52

節には、こういう言葉が書かれています。「このことは、彼が自分から言ったのではなかった。彼

はその年の大祭司であったので、イエスが国民のために死のうとしておられること、また、ただ国民

のためだけでなく、散らされている神の子らを一つに集めるためにも死のうとしておられることを、預

言したのである」。この「ヨハネの福音書」を書いたヨハネは、カヤパのことばは、「自分から

言ったのではなかった」、むしろ、イエス様の十字架の意味を「預言した」のだと言うので

す。カヤパはただ、「イエス一人を殺してしまえば、ユダヤ人全体が滅びなくて済む、だか

らイエスを殺してしまえ」と言っただけです。しかしそれは、イエス様一人が死ぬことによ

って、ユダヤ人全体が滅びないで済む、いやユダヤ人だけでなく、全世界の人々が滅びない

で済む、つまり救われるという神様の救いの御計画を「預言した」のだと言うのです。 

 カヤパは、利己的な悪意をもって、イエス様の死を語りました。しかしそれは、結果的に、

イエス様の十字架の死の意味を語ることになったのです。イエス様の十字架の死は、第一に

「身代わりの死」です。イエス様は、ユダヤ人の代わりに、そして私たちの代わりに死なれ

たのです。イエス様が死ぬか、私たちが滅びるか、そのどちらかしかなかったのです。私た

ちは生まれながらに罪の性質を持ち、神様御自身に、また神様の律法に背を向けて歩んでき

ました。それゆえ私たちは、神様の怒りと呪いの対象であり、神様の正しい裁きによって、

この世においても永遠においても、魂と体に刑罰を受けなければなりませんでした。私たち

が神様の怒りと呪いから救われるためには、神の子であるイエス様が十字架で死に、私たち

に向けられた神様の怒りと呪いを身代わりに受けるほかなかったのです。まさにイエス様

が死ぬか、私たちが滅びるか、そのどちらかしかなかったのです。イエス様は、私たちを救

うために、私たちの「身代わり」に十字架で死なれたのです。これが、イエス様の十字架の

死の意味の一つです。 

 もう一つは、イエス様は、「散らされている神の子らを一つに集めるために」十字架で死

なれたのです。イエス様が「身代わり」に死なれたのは、ユダヤ人だけのためではありませ

ん。全世界に散らされている神様に選ばれた人々のためにも、死なれたのです。そして、ユ

ダヤ人も異邦人も、イエス様にあって一つとされようとしたのです。私たちの教会も、日本

人もいれば、韓国人もアメリカ人もいます。イエス様が私たちを集めてくださったからです。

イエス様は、私たちを一つにするために、十字架で死なれたのです。私たちが一つとなるこ

と、それをイエス様は願っておられるのです。そしてそのために、命を捨てられたのです。 
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 天におられる私たちの父なる神様。 

 あなたは、人々の悪意ある言葉や行動さえも用いて、ご自身の御心を示し、御計画を実行

されます。あなたが私たちを愛するがゆえに遣わされた御子イエス・キリストは、私たちの

「身代わり」に十字架で死なれました。本来は、私たちが十字架であなたの怒りと呪いを受

けなければなりませんでした。しかしイエス様が、私たちの「身代わり」に十字架で死なれ、

私たちに救いの道を開いてくださったことを感謝します。 

 今私たちは、神様が見えません。イエス様も見えません。しかし、聖書に書かれた「神様

のことば」「イエス様のことば」を信じて、そこで語られるイエス様の十字架の死の意味を

理解して、「見ないで信じること」ができますように。 

 この祈りを、私たちの救い主イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン。 


